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明
野
駐
屯
地

打ち上げ

令
和
５
年
８
月
８
日
に
、
４
年
ぶ
り
と

な
る
駐
屯
地
「
納
涼
祭
」
と
花
火
の
打
ち

上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
の

接
近
に
伴
う
荒
天
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
駐
屯
地
と
し
て

は
花
火
だ
け
で
も
打
ち
上
げ
た
い
！
そ
の

願
い
が
届
い
た
の
か
、
打
ち
上
げ
に
絶
好

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪
れ
、
見
事
、
花
火
を

打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
し
ま
し
た
。

今
回
の
花
火
の
打
ち
上
げ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
駐
屯
地
協
力
会
の
皆
様
並

び
に
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

花
火
の
打
ち
上
げ
の
様
子
は
、
航
空
学

校
／
明
野
駐
屯
地YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。

令
和
５
年
９
月
15
日
航
空
学
校
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
新
隊
員
課
程
後
期

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

入
校
し
た
新
隊
員
６
名
は
、
令
和
５
年

７
月
４
日
～
９
月
15
日
ま
で
の
約
２
か

月
間
、
航
空
科
隊
員
と
し
て
必
要
な
航

空
機
整
備
、
通
信
整
備
及
び
野
外
に
お

け
る
諸
行
動
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
技

能
を
修
得
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

～
令
和
５
年
度

新
隊
員
課
程
後
期
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
～

卒
業
式
で
は
、
新
隊
員
の
御
家
族
の
他
、
三
重
県
隊
友
会
、
三
重

県
自
衛
隊
家
族
会
及
び
明
野
Ｏ
Ｂ
会
の
各
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

一
段
と
逞
し
く
な
っ
た
姿
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
隊
員
達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
明
野
本
校
、
霞
ヶ
浦
校
、
宇
都
宮
校
、

飛
行
教
導
隊
へ
そ
れ
ぞ
れ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

彼
ら
が
今
後
、
陸
上
航
空
戦
士
と
し
て
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

航空機整備（実機研修）

野外訓練（特殊武器防護）

卒業式

シミュレーター研修

動画はこちら
↓↓↓
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バトラ準備中

弾 薬 搭 載

第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
５

日
～
23
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
で
行
わ
れ
た
05

Ｈ
Ｔ
Ｃ
訓
練
に
参
加
し
た
。

陣
地
攻
撃
（
第
10
師
団
）
と
陣
地
防
御
（
第
11
旅
団
）

の
実
働
対
抗
演
習
と
し
て
実
施
さ
れ
た
本
訓
練
に
は
飛
行

隊
長
以
下
25
名
、
Ａ
Ｈ‐

１
Ｓ×

２
機
、
車
両
７
両
で
参

加
し
、
第
10
師
団
に
直
接
協
力
す
る
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
し
た
。

バ
ト
ラ
を
活
用
し
た
実
践
的
訓
練
に
よ
り
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
火
力
戦
闘
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｈ
Ｔ
Ｃ
訓
練

～
第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
～

05
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挨
拶
で
事
故
を
防
ぐ

「
事
故
を
起
こ
す
人
は
会
っ
て
す
ぐ
わ
か
り
ま

す
。
そ
う
い
う
人
は
、
た
い
て
い
挨
拶
を
し
ま

せ
ん
か
ら
。
」

交
通
安
全
講
習
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
講
師
が
言
っ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。

挨
拶
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
気
配
り
が
で

き
る
と
い
う
証
で
あ
る
。
挨
拶
の
目
的
は
「
相

手
の
心
を
開
き
、
相
手
の
心
に
近
づ
く
」
に
あ

る
が
、
も
っ
と
具
体
的
に
言
え
ば
、
挨
拶
と
は
、

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
環
境
を
常
に
把

握
し
、
い
ち
早
く
相
手
の
存
在
を
認
め
、
相
手

と
自
分
の
関
係
を
理
解
し
、
相
手
の
気
持
ち
や

そ
の
場
の
空
気
を
読
ん
で
、
対
峙
し
た
刹
那
に

こ
ち
ら
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の

気
配
り
こ
そ
、
ま
さ
に
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
必
要
な
能
力
で
あ
る
。

自
分
の
機
嫌
が
悪
い
時
や
、
苦
手
な
相
手
だ
っ

た
場
合
は
挨
拶
し
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
自
分
の
機
嫌
や
相
手
に
よ
っ
て
事
故

を
起
こ
し
て
も
い
い
時
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
人
に
な
る

た
め
に
挨
拶
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
挨
拶
で
き
る
か
ど
う
か
は
自
分
の
機

嫌
の
バ
ロ
メ
ー
タ
に
も
な
る
。
何
と
な
く
挨
拶

が
苦
に
な
る
日
は
、
機
嫌
が
悪
く
気
配
り
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
日
で
あ
る
。
そ
ん
な
時

は
、
「
今
日
は
事
故
を
起
こ
す
か
も
知
れ
な

い
」
と
思
っ
て
、
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
の
が

賢
明
で
あ
る
。

整
備
部
長

～
航
空
学
校

第
２
教
育
部
～

航
空
学
校
第
２
教
育
部
は
、
教
務
課
及
び
教
官

室
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
航
空
操
縦
士
の
養
成
教

育
を
主
に
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
8
月

に
着
任
さ
れ
た
第
２
教
育
部
長
大
島
１
佐
を
核
心

と
し
て
、
部
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
を
達
成
す
る
べ
く
日
々
関
係
各
所
と
連
携
し
、

現
在
及
び
将
来
予
測
さ
れ
る
厳
し
い
任
務
を
完
遂

し
得
る
航
空
操
縦
士
を
輩
出
す
る
べ
く
資
質
教
育

及
び
識
能
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
、
Ｔ
Ｈ
４
８
０
Ｂ
、
Ａ
Ｈ‐

１
Ｓ
、
Ｕ
Ｈ
60‐

Ｊ
Ａ
及
び
Ｏ
Ｈ

‐

１
各
機
種
の
操
縦
教
育
に
加
え
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
陸
上
自
衛
隊
最

新
機
種
の
Ｕ
Ｈ‐

２
機
種
転
換
集
合
教
育
及
び
機
長
集
合
訓
練
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
計
器
飛
行
検
定
官
課
程
や
Ｃ
Ｒ
Ｍ
集
合
教
育
、
Ｎ
Ｖ

Ｇ
指
導
官
集
合
教
育
、
指
導
操
縦
士
集
合
訓
練
等
の
教
育
も
担
当
し
て
お

り
操
縦
士
の
練
度
を
向
上
さ
せ
、
全
国
航
空
科
部
隊
の
精
強
化
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。
教
官
及
び
助
教

は
、
学
生
に
必
要
な
識
能
を

付
与
す
る
た
め
、
熱
意
を

も
っ
て
教
育
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
等
の

教
材
を
適
切
に
管
理
し
て
全

国
の
部
隊
訓
練
支
援
も
併
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
国
の
部

隊
等
と
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、

部
職
員
一
丸
と
な
り
航
空
科

部
隊
の
「
活
模
範
」
の
意
識

を
堅
持
し
、
今
後
の
陸
上
航

空
を
担
う
隊
員
の
教
育
を
担

当
し
て
い
き
ま
す
。

日
々
ご
協
力
頂
い
て
お
り

ま
す
関
係
者
並
び
に
地
域
の

皆
様
に
感
謝
し
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
１
日
付
で
航
空
学
校
副
校
長
に

岸
田
佳
明(

き
し
だ

よ
し
あ
き)

１
等
陸
佐
が
三

重
地
方
協
力
本
部
長
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。
岸
田

１
佐
は
明
野
駐
屯
地
に
お
い
て
過
去
に
、
航
空
学

校
主
任
教
官
、
第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長
、

航
空
学
校
研
究
部
長
を
歴
任
し
て
お
り
、
そ
の
豊

富
な
経
験
を
持
つ
岸
田
１
佐
が
着
任
し
、
航
空
学

校
・
明
野
駐
屯
地
は
新
た
な
体
制
で
校
務
及
び
駐

屯
地
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
要
部
隊
歴

平
成
19
年
３
月

第
３
飛
行
隊
長
（
八
尾
）

23
年
４
月

第
１
師
団
司
令
部
第
２
部
長
（
練
馬
）

25
年
４
月

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
主
任
教
官
（
明
野
）

25
年
８
月

第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長
（
明
野
）

27
年
３
月

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
研
究
部
長
（
明
野
）

29
年
12
月

第
３
師
団
司
令
部
監
察
官
（
千
僧
）

令
和
２
年
12
月

中
部
方
面
航
空
隊
副
隊
長
（
八
尾
）

３
年
12
月

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
長

航空学校 副校長
１等陸佐

きしだ よしあき

岸田 佳明
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栄

光

の

紹

介

定

年

退

官

※

退
官
日
順

七
月
二
十
二
日

総
務
部

准
陸
尉

古
立

美
代

七
月
十
一
日

総
務
部

二
等
陸
佐

大
竹

裕
人

八
月
三
十
日

総
務
部

一
等
陸
佐

奥
山

智
司

六
月
二
十
日

総
務
部

陸
曹
長

佐
々
木

康
二

八
月
一
日

整
備
部

一
等
陸
曹

奥
山

由
佳

五
月
三
日

整
備
部

准
陸
尉

濵
田

淳
司

Ｕ
Ｈ
６
０
Ｊ
Ａ
飛
行
再
開
に
伴
う
功
績

整
備
部

山
崎
曹
長

「
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
の
為
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」

Ｕ
Ｈ
６
０
Ｊ
Ａ
飛
行
再
開
に
伴
う
功
績

整
備
部

押
方
２
曹「

今
後
も
識
能
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
航
空
安
全
に
留

意
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」

Ｕ
Ｈ
６
０
Ｊ
Ａ
飛
行
再
開
に
伴
う
功
績

整
備
部

縄
本
３
曹

「
今
後
さ
ら
に
可
動
機
確
保
と
、
航
空
安
全
に
努
め
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
」

「
今
後
も
よ
り
一
層
航
空
安
全
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」

Ｕ
Ｈ
６
０
Ｊ
Ａ
飛
行
再
開
に
伴
う
功
績

整
備
部

山
下
２
曹「

今
回
の
経
験
を
活
か
し
て
、
引
き
続
き
技
能
・
識
能
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
」

新
隊
員
助
教
と
し
て
の
功
績

第
５
級
賞
詞

整
備
部

堀

３
曹

＃
１
４
３-

１
陸
曹
候
補
生
課
程

中
隊
長
賞

第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

堀
本
士
長

先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

航
空
学
校
研
究
部
よ
り
参
り
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
第
10
飛
行
隊
の
飛
行
隊
長
と
し

て
頑
張
る
所
存
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
10
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

荻

原

恵

太

お
ぎ
わ
ら

け
い
た

飛
行
実
験
隊
長

１
等
陸
佐

藤

原

英

之

教
育
訓
練
研
究
本
部
付
（
目
黒
）
よ
り
参
り
ま
し

た
。明

野
勤
務
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
、
新
た
な
気
持
ち

で
色
々
と
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
じ
わ
ら

ひ
で
ゆ
き

中
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群

第
１
０
４
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊

第
３
０
６
基
地
通
信
中
隊

明
野
派
遣
隊
長

３
等
陸
尉

前

田

拓

治

ま
え
だ

た
く
じ

常
続
不
断
の
シ
ス
テ
ム
通
信
の
提
供
お
よ
び
駐

屯
地
事
業
や
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
通
信
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
駐
屯
部
隊
の
任
務

達
成
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

派
遣
隊
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
１
０
７
全
般
支
援
大
隊
整
備
中
隊

明
野
派
遣
隊
長

３
等
陸
尉

東

丸

弘

樹

ひ
が
し
ま
る

ひ
ろ
き

第
１
０
７
全
般
支
援
大
隊
（
桂
）
か
ら
参
り
ま
し

た
。
今
後
も
派
遣
隊
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。


